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本
学
は
、
今
年
９
月
に
創

立
１
３
０
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
節
目
の
年
に
理
事

長
に
再
任
さ
れ
、
そ
の
任
の

重
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

１０
月
３０
日
に
は
、
創
立
１
３

０
年
記
念
式
典
が
厳
か
に
挙

行
さ
れ
、
引
き
続
き
祝
賀
会

が
１
０
０
０
人
を
越
え
る
出

席
者
の
も
と
華
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
来
る
べ
き
創
立

１
５
０
年
に
向
け
て
飛
躍
す

る
勇
気
と
活
力
を
得
ま
し

た
。
法
人
と
教
学
と
の
一
致

協
力
態
勢
の
も
と
、
オ
ー
ル

専
修
の
力
を
結
集
し
「
大
学

改
革
の
時
代
」
を
乗
り
き
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

１８
歳
人
口
の
減
少
に
と
も

な
い
「
全
入
学
時
代
」
に
突

入
し
、
大
学
間
競
争
は
ま
す

ま
す
激
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
待
っ
た
な
し
の
大
学
改

革
の
な
か
に
あ
っ
て
、
専
修

大
学
は
、
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
「
社
会
知
性
の
開

発
」
を
掲
げ
、
社
会
の
屋
台

骨
を
支
え
る
有
為
な
人
材
を

ま
い
し
ん

輩
出
す
べ
く
邁
進
し
て
い
ま

す
。
「
社
会
知
性

の
開
発
」
は
、
専

修
大
学
の
創
立
の

原
点
に
立
ち
戻

り
、
本
学
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
何
か
と

い
う
観
点
か
ら
引

き
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
専
修
大
学
、

石
巻
専
修
大
学
、
北
海
道
短

期
大
学
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

た
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
そ

い

の
特
性
を
活
か
し
た
「
社
会

知
性
の
開
発
」
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

は
、
ア
ジ
ア
圏
域
に
お
け
る

社
会
知
性
の
開
発
と
い
う
視

点
も
、
今
後
は
重
要
な
課
題

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。教

育
・
研
究
の
拠
点
で
あ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
は
、

ま
だ
動
き
出
し
た
ば
か
り
で

す
。
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
１
３
０
年
記
念
館
に
続

き
１１
号
館
が
建
て
ら
れ
、
向

ヶ
丘
遊
園
駅
前
に
は
、
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
全
体
的
な
整
備
か
ら

す
る
と
、
一
部
分
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
国
際
交
流
の
積
極
的

な
推
進
の
た
め
、
国
際
研
修

館
の
建
て
直
し
は
喫
緊
の
課

題
で
す
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
動
線
を
再
検
討
し
、
建
物

の
再
配
置
も
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
建
て
直
し

の
時
期
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
石
巻
専
修
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も
再
整

備
の
時
期
に
入
っ
て
き
ま

す
。
財
政
的
基
盤
の
確
立
な

く
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備

は
実
現
で
き
ま
せ
ん
が
、
キ

ャ
ン
パ
ス
構
想
を
描
き
、
短

期
の
も
の
か
中
期
の
も
の
か

を
仕
分
け
し
、
計
画
的
か
つ

段
階
的
に
整
備
を
進
め
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
神
田
及
び
生
田
の
キ
ャ

ン
パ
ス
構
想
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
ど
ん
な
も
の
が
考

え
ら
れ
る
の
か
試
案
を
示

し
、
議
論
を
重
ね
な
が
ら
形

に
し
て
い
く
こ
と
が
現
実
的

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
大

学
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
に

は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、財
政
の
安
定
化
に
努
め
、

魅
力
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
作
り

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
は
研
究
に
裏
づ
け

ら
れ
た
教
育
を
行
う
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
大

学
の
研
究
力
の
向
上
は
、
極

め
て
重
要
で
す
。
と
く
に
、

専
修
大
学
に
あ
っ
て
は
社
会

知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
、

石
巻
専
修
大
学
に
あ
っ
て
は

大
学
開
放
セ
ン
タ
ー
、
共
創

研
究
セ
ン
タ
ー
の
任
務
は
重

要
で
あ
り
、
そ
の
活
性
化
と

研
究
発
信
力
の
増
強
の
た
め

に
は
政
策
的
な
配
慮
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
来
年

４
月
か
ら
は
、
専
修
大
学
に

あ
っ
て
は
、
新
学
部
「
人
間

科
学
部
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

文
学
部
も
新
し
い
「
人
文
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
」
を

含
ん
だ
７
学
科
編
成
に
な
り

ま
す
。
建
学
の
精
神
を
羅
針

盤
と
し
な
が
ら
、
骨
太
の
大

学
改
革
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

本
学
は
、
「
学
生
を
基
本

に
据
え
た
大
学
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
本
学
の

建
学
の
精
神
を
社
会
に
花
開

か
せ
る
の
は
学
生
で
す
。
大

学
は
人
間
教
育
の
場
で
あ

り
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

課
外
活
動
も
活
発
な
も
の
に

し
、
心
身
を
鍛
練
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
倫
理
観
の
あ

る
人
間
性
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
努
め
、
き
ら
り
と
光
る

大
学
で
あ
り
続
け
る
よ
う
尽

力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

学
校
法
人
専
修
大
学
は
１０
月
２８
日
開
催
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
改
選
を
行
い
、
１１
月
３
日
開
催
の
理
事
会
で
日
髙
義
博
氏
を
理
事
長
に
選
任

（
再
任
）
し
た
。
就
任
は
１１
月
３
日
付
、
任
期
は
３
年
間
。

な
お
、
日
髙
理
事
長
は
０７
年
（
平
成
１９
年
）
に
専
修
大
学
長
に
再
任
。
現
在
２
期
目
で

あ
り
、
引
き
続
き
学
長
を
兼
務
す
る
。

大
学
院
政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界
大
不
況
と
日
本
の
行
方
」
…
…
…
…
❸

創
立
１
３
０
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
／
専
大
と
と
も
に

神
田
神
保
町
探
索
…
❹

卒
業
生
の
小
堺
一
機
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に

「
学
生
と
共
に
１
３
０
年
」
／
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
…
…
…
…
❺

台
湾
で
古
民
家
移
築
に
協
力
（
大
矢
根
ゼ
ミ
）／
「
軍
事
郵
便
」展
示
（
新
井
ゼ
ミ
）❿

国
道
３
９
８
号
「
石
巻
北
部
バ
イ
パ
ス
」１２
月
１２
日
開
通
へ
…
…


第
４１
回
北
鳳
祭
開
催
／
小
樽
見
学
ツ
ア
ー
…
…
…
…
…
…
…
…


国
際
交
流
協
定
校
か
ら
参

加
し
た
総
長
・
学
長
は
檀
国

チ
ャ
ン

ホ

ソ
ン

大
学
（
韓
国
）
の
張
淏
星
総

長
、
ベ
ト
ナ
ム
国
立
大
学
の

グ
エ
ン
・
バ
ン
・
カ
イ
ン
学

長
、
ラ
オ
ス
国
立
大
学
の
ス

ッ
コ
ン
セ
ン
・
サ
イ
ヤ
ラ
ー

ト
学
長
。

本
学
か
ら
は
日
髙
理
事
長

・
学
長
、荒
木
敏
夫
副
学
長
、

室
井
義
雄
経
済
学
部
長
ら
各

学
部
長
、
大
林
守
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
長
、
石
巻
専
修
大

学
か
ら
坂
田
隆
学
長
、
中
込

真
二
・
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

長
ら
３５
人
が
参
加
し
た
。

日
髙
学
長
は
基
調
講
演
で

専
修
大
学
の
前
身
「
専
修
学

校
」
を
創
立
し
た
４
人
の
志

や
専
修
大
学
の
歴
史
を
語
っ

た
後
、
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

「
社
会
知
性
の
開
発
」
の
理

念
を
説
明
し
た
。

「
文
化
の
相
対
性
と
社
会

構
造
の
違
い
を
理
解
し
合
う

『
知
の
連
携
』
を
構
築
し
、

国
境
を
越
え
て
社
会
貢
献
に

つ
な
が
る
人
と
学
術
の
交
流

を
促
進
す
る
原
動
力
と
し
た

い
」
と「
社
会
知
性
の
開
発
」

が
果
た
し
う
る
可
能
性
を
強

調
し
た
。

檀
国
大
学
の
張
総
長
は

「
１８
歳
人
口
の
減
少
に
よ
る

大
学
間
競
争
は
、
韓
国
で
も

直
面
す
る
問
題
だ
」
と
説

明
、
私
立
大
学
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
性
が
重
要
だ
と
語
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
国
立
大
学
の
グ

エ
ン
学
長
は
「
大
学
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
世
界
で
活
躍
す

る
人
材
の
育
成
で
あ
る
」
と

し
、
「
社
会
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

化
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
か
、
国
家
的
視

野
か
ら
見
た
大
学
の
位
置
づ

け
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
述
べ
た
。

昨
年
末
、
国
際
交
流
協
定

校
に
な
っ
た
ラ
オ
ス
国
立
大

学
の
サ
イ
ヤ
ラ
ー
ト
学
長
は

「
日
本
の
近
代
化
と
と
も
に

誕
生
し
た
専
修
大
学
の
１
３

０
年
の
歴
史
に
大
変
感
銘
を

受
け
た
。
両
大
学
が
深
く
、

多
面
的
な
協
力
で
連
携
し
て

い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」

と
語
っ
た
。

日
髙
学
長
は
「
学
問
に
は

サ
イ
エ
ン
ス
も
あ
れ
ば
人
の

心
の
探
求
も
あ
る
。
そ
れ
は

ア
ジ
ア
圏
域
の
大
学
で
も
同

じ
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
が
特

に
連
携
で
き
る
の
は
、
人
間

的
な
学
問
で
は
な
い
か
思

う
」
と
結
び
の
言
葉
を
述
べ

た
。レ

セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
シ

ー
ト
ン
・
チ
ッ
ニ
ョ
ー
テ
ィ

ン
駐
日
ラ
オ
ス
大
使
、
林
黙

章
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表

処
文
化
部
次
長
、
国
際
交
流

協
定
校
か
ら
米
オ
レ
ゴ
ン
大

学
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
デ
ュ

ラ
ン
ト
副
学
長
、
独
マ
ル
テ

ィ
ン
ル
タ
ー
大
学
ハ
レ
・
ヴ

ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
ゲ
ジ
ー

ネ
・
フ
ォ
ル
ヤ
ン
テ
・
ヨ
ス

ト
教
授
ら
が
加
わ
り
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
交
流
協
定
校
学
長
会
議
が
１０
月
２９
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
国

際
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長
は
専
修
大
学
創
立
１
３
０
年

を
契
機
と
し
て
、
ア
ジ
ア
圏
域
で
の
大
学
間
と
の
連
携
強
化
を
訴
え
た
。

当
日
、
通
訳
と
し
て
活
躍

ソ
ン
キ
ュ
イ

し
た
の
は
▽
韓
国
語
∥
宋
貴

ヨ
ン英

（
檀
国
大
学
教
授
）
▽
ベ

ト
ナ
ム
語
∥
ヴ
ォ
・
ミ
ン
・

ヴ
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究

博
士
課
程
）
∥
写
真
▽
ラ
オ

ス
語
∥
チ
ッ
パ
ソ
ン
・
ル
ア

ン
ヴ
ィ
ラ
イ
の
３
氏
。

ヴ
ォ
さ
ん
は
、
２
０
０
２

年
か
ら
２
年
近
く
文
学
部
の

新
井
勝
紘
教
授
の
も
と
特
別

聴
講
生
と
し
て
本
学
大
学
院

に
学
ん
だ
。

現
在
は
東
大
大
学
院
生
だ

が
、「
新
井
先
生
の
教
え
や
ゼ

ミ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
今

も
週
１
回
新
井
研
究
室
に
通

い
、
研
究
に
励
ん
で
い
る
。

石
巻
専
修
大
学

北
海
道

短

大

「
ア
ジ
ア
の
絆

深
め
よ
う
」

檀国大学（韓国）／ベトナム国立大学／ラオス国立大学

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

日

髙

義

博

〝
人
間
の
学
問
〟で
連
携
を
∥
日
髙
学
長

▲ 檀国大・張総長（左）

と通訳の宋教授

▲ 中央であいさつする日髙理事長・学長

▲ ベトナム国立大の

グエン学長

ヴ
ォ
・
ミ
ン
・
ヴ
さ
ん
ら
通
訳
で
活
躍

▲ ラオス国立大の

サイヤラート学長
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